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第２回

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
織
田
地
区
（
旧

織
田
町
）は
、織
田
信
長
を
始
め
と
す
る
織

田
氏
の
名
字
の
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
地
を
指
し
て
織
田
と
呼
ぶ
最
も
古
い

記
録
は
平
安
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
。
現
在

も
織
田
神
社
（
現
在
は
劔
神
社
の
摂
社

せ
っ
し
ゃ

）

が
鎮
座
し
ま
す
。
さ
ら
に
建
保
６
年
（
１

２
１
８
年
）
に
は
、
織
田
荘
と
い
う
荘
園

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

織
田
地
区
に
は
劔
神
社
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
劔
神
社
は
、
奈
良
時
代
か
ら
の
記

録
が
残
る
由
緒
の
古
い
神
社
で
す
。
劔
神

社
に
は
室
町
時
代
か
ら
信
長
・
秀
吉
の
時

代
ま
で
の
古
文
書
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
伝
え
に
は
織
田
氏
の
先
祖
は
劔

神
社
の
神
官
と
も
、
織
田
荘
の
荘
官
を
し

て
い
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
事
実
は
謎

に
つ
つ
ま
れ
た
ま
ま
で
す
。

織
田
信
長
は
越
前
占
領
後
、
そ
の
支
配

を
柴
田
勝
家
に
任
せ
ま
し
た
。
勝
家
が
劔

神
社
へ
出
し
た
文
書
に
「
当
社
之
儀
者
殿

様
御
氏
神
」
と
あ
り
、
当
社
＝
劔
神
社
は

殿
様
＝
信
長
の
氏
神
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
劔
神
社
を
指
し

て
信
長
の
氏
神
と
す
る
古
文
書
が
い
く
つ

か
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
氏
神
―
祖
先
と

関
わ
り
の
あ
る
神
社
と
し
て
信
長
の
時
代

に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
こ
の
他
、
劔
神
社
に
は
越
前

占
領
後
の
信
長
の
政
策
を
示
す
古
文
書
が

多
数
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
著
名
な
も
の
が
、

天
正
４
年
（
１
５
７
６
年
）
の
越
前
に
お

け
る
刀
狩
の
記
録
、
そ
し
て
天
正
５
年

（
１
５
７
７
年
）
の
越
前
一
国
検
地
の
記
録

で
す
。
こ
れ
ら
は
近
世
的
シ
ス
テ
ム
の
成

立
を
考
え
る
上
で
重
要
な
古
文
書
で
す
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課（
1
76
―
１
１
８
９
）

織田氏の出自とその系譜（１）

ル
ー
ツ
は
越
前

劔
神
社
文
書
の
世
界
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小牧山戦国に馳せる
織田氏の出自とその系譜（１）

で
は
、
信
長
は
織
田
へ
来
た
こ
と
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
結
論
を
先
に
い
う
と
、
今
で
も

不
明
で
す
。

確
か
に
越
前
国
へ
は
来
て
い
ま
す
。
１
回
目

が
天
正
元
年（
１
５
７
３
年
）で
、２
回
目
が
天
正

３
年（
１
５
７
５
年
）の
越
前
占
領
の
と
き
で
す
。

信
長
が
こ
れ
ら
の
期
間
に
織
田
に
立
ち
寄
っ

た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

織
田
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
平
氏
説
・
藤

原
氏
説
な
ど
諸
説
が
あ
り
ま
す
。
平
氏
説
は
現

在
残
る
織
田
氏
の
系
図
を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
こ
れ
ら
の
系
図
は
江
戸
時
代
以
降
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
信
長
以
前
の
部
分
に
つ

い
て
は
信
憑
性
に
疑
問
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
室
町
時
代
や
信
長
が
活
躍
し
た
時
代
の

古
文
書
を
見
る
限
り
、
藤
原
氏
説
が
最
も
説
得

力
が
あ
り
ま
す
。

信
長
は
織
田
へ
来
た
か
？

平
氏
？
藤
原
氏
？


